
毎
月
催
さ
れ
る
杭
全
神
社
の
月
次
連
歌
の
宗
匠
の
一
人
で
あ
る
光
田
和
伸
氏
は
「
連

（
注
１
）

歌
の
発
生
は
二
人
で
詠
み
合
う
唱
和
詩
に
あ
る
」
と
い
う
。
連
歌
は
前
の
句
に
新
し
く

次
の
句
を
付
け
、
付
け
た
句
に
ま
た
新
し
く
次
の
句
を
付
け
る
と
い
う
よ
う
に
、
次
々

と
句
を
付
け
て
行
く
、
ま
さ
に
唱
和
詩
の
連
続
で
あ
り
、
古
代
の
男
女
が
山
や
市
に
集

う
た
が
き

ま
っ
て
歌
を
詠
み
合
っ
た
と
い
う
歌
垣
は
代
表
的
な
唱
和
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
連

歌
の
歴
史
は
古
く
て
長
い
。

大
和
朝
廷
の
成
立
期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
が
歌

の
主
流
と
な
る
と
、
五
・
七
・
五
の
上
句
と
七
・
七
の
下
句
を
二
人
し
て
詠
む
よ
う
に

な
っ
た
（
短
連
歌
）
。
平
安
時
代
の
王
朝
文
学
、
そ
れ
は
和
歌
に
代
表
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
連
歌
は
和
歌
に
育
ま
れ
て
成
長
し
た
。
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
六
つ
の
短
連
歌
、

『
金
葉
和
歌
集
』
に
は
一
七
の
短
連
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
歌
物
語
に
は
連
歌

王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
に
見
る
連
歌

大
阪
平
野
杭
全
神
社
の
連
歌

ｌ
文
献
の
調
査
と
実
作
の
継
承
Ｉ

が
要
因
と
な
っ
て
展
開
す
る
話
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
『
伊
勢
物
語
』
で
は
別
れ
を
惜

し
ん
で
血
の
涙
を
流
す
男
に
斎
宮
は
「
徒
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
縁
あ
れ
ば
」
の
上
句
を

詠
み
、
男
は
「
ま
た
逢
坂
の
関
は
越
え
な
む
」
と
返
し
た
。

さ
ら
に
時
代
が
進
む
と
、
上
句
・
下
句
を
幾
つ
も
続
け
る
よ
う
に
な
り
（
長
連
歌
）
、

鎌
倉
時
代
に
は
百
句
続
け
る
百
韻
連
歌
が
盛
と
な
っ
た
。
百
韻
連
歌
に
は
一
○
人
か
ら

二
○
人
、
時
に
は
も
っ
と
多
く
の
人
が
寄
り
合
っ
て
前
句
に
付
け
句
を
付
け
て
楽
し
ん

れ
ん
じ
ゅ
う

だ
。
参
加
し
た
人
を
連
衆
と
呼
ぶ
。
南
北
朝
時
代
に
は
、
流
行
す
る
物
の
一
つ
と
し
て

「
京
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ
ゼ
テ
、
一
座
ソ
ロ
ハ
ヌ
ェ
セ
連
歌
。
在
々
所
々
ノ
歌
連
歌
。
点
者

。
ｂ
か
く
Ｉ
》
よ

ニ
ナ
ラ
ヌ
人
ゾ
ナ
キ
」
と
い
う
落
書
の
記
録
が
あ
る
（
『
建
武
年
間
記
』
）
。
京
都
や
鎌

倉
で
流
行
す
る
好
い
加
減
な
連
歌
を
皮
肉
っ
た
風
刺
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
連
歌
は
人
々

の
間
で
流
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
二
条
良
基
は
連
歌
を
和
歌
に
匹
敵
す
る
ま

で
に
質
を
高
め
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
受
け
た
宗
祇
や
肖
柏
・
宗
長
・
宗
牧
た
ち
、
連
歌

師
の
活
躍
し
た
室
町
時
代
は
ま
さ
に
連
歌
の
黄
金
、
量
質
と
も
に
充
実
し
た
時
代
と
な
っ

た
。

鶴
崎
裕
雄
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連
歌
の
流
行
は
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
が
、
質
の
向
上
の
た
め
、
あ
ま
り
に
も
堅
苦

し
い
連
歌
に
対
し
、
も
っ
と
気
楽
に
、
日
常
的
に
楽
し
も
う
と
い
う
動
き
が
興
っ
た
。

俳
譜
の
誕
生
で
あ
る
。
芭
蕉
や
蕪
村
・
一
茶
た
ち
は
江
戸
時
代
の
都
市
や
農
村
で
歓
迎

さ
れ
た
俳
譜
師
で
あ
る
。
一
方
、
寄
合
の
文
芸
の
首
座
を
俳
譜
に
譲
っ
た
連
歌
は
、
神

（
注
２
）

社
や
寺
院
の
奉
納
や
祈
祷
の
た
め
、
ま
た
城
内
の
連
歌
の
間
で
年
中
行
事
や
式
典
の
一

つ
と
し
て
詠
ま
れ
た
。
江
戸
城
で
は
毎
年
正
月
十
一
日
、
幕
府
お
抱
え
の
連
歌
師
里
村

家
の
面
々
が
京
都
か
ら
出
向
い
て
柳
営
（
幕
府
）
連
歌
が
行
わ
れ
た
。
大
き
な
社
寺
に

は
連
歌
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
各
地
の
名
所
を
描
い
た
名
所
図
絵
の
神
社
や
寺
院
に

は
連
歌
所
ま
た
は
連
歌
殿
な
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

は
や

し
か
し
明
治
に
な
る
と
連
歌
も
俳
譜
も
全
く
流
行
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
連
歌
や

俳
譜
の
最
初
の
句
、
発
句
か
ら
独
立
し
た
俳
句
が
、
短
歌
と
と
も
に
盛
に
な
っ
た
。
江

戸
時
代
に
社
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
祈
祷
連
歌
や
奉
納
連
歌
の
機
会
は
減
少
し
、
昭
和
期

に
な
る
と
連
歌
所
や
連
歌
殿
は
社
務
所
の
一
部
に
移
築
さ
れ
た
り
、
取
り
壊
さ
れ
て
会

館
や
式
場
に
、
中
に
は
駐
車
場
に
様
変
わ
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

杭
全
神
社
の
連
歌
所
は
全
国
唯
一
の
、
連
歌
の
た
め
に
現
存
す
る
建
造
物
で
あ
る
。

く
ま
た

こ
こ
に
紹
介
す
る
杭
全
神
社
は
大
阪
市
平
野
区
平
野
宮
町
に
鎮
座
し
、
牛
頭
天
王
と

熊
野
権
現
を
祭
神
と
す
る
古
代
以
来
の
神
社
で
、
中
世
の
自
治
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る

摂
津
国
平
野
郷
の
惣
社
・
産
土
神
で
あ
る
。

（
注
３
）

杭
全
神
社
の
境
内
を
入
る
と
拝
殿
の
向
か
っ
て
右
手
に
連
歌
所
が
あ
る
。
間
口
二
間

杭
全
神
社
の
連
歌
所
と
連
歌
復
興

半
・
奥
行
き
四
間
半
の
入
母
屋
造
瓦
葺
の
木
造
建
築
物
で
内
部
は
北
側
に
一
二
畳
の
主

室
が
あ
り
、
中
央
に
縦
長
四
畳
分
の
板
の
間
が
あ
る
。
平
素
は
こ
の
板
の
間
に
は
畳
が

敷
か
れ
て
い
る
が
、
連
歌
会
に
は
板
の
間
と
な
る
。
正
面
奥
に
は
巾
一
間
・
奥
行
き
半

間
の
床
の
間
が
あ
り
、
連
歌
会
当
日
は
こ
こ
に
牛
頭
天
王
と
熊
野
権
現
の
神
影
二
軸
が

掛
け
ら
れ
る
。
主
室
に
続
い
た
南
側
に
襖
で
仕
切
ら
れ
た
四
畳
の
控
え
の
間
が
あ
る
。

境
内
に
面
し
た
連
歌
所
の
西
側
に
は
蔀
戸
が
あ
り
、
東
側
に
は
内
縁
が
あ
っ
て
前
栽
に

開
け
、
垣
根
越
し
に
平
野
の
環
壕
へ
と
続
い
て
い
る
。

杭
全
神
社
の
連
歌
所
が
創
建
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
延
宝
七
年
（
一
六
七

九
）
の
「
三
十
六
歌
仙
図
扁
額
」
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
掛
け
た
で
あ
ろ
う
連
歌
所
が
こ

の
年
以
前
に
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
「
連
歌
所
再
興

願
書
」
が
出
さ
れ
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
棟
札
が
あ
り
、
現
存
の
連
歌
所
は
こ

の
時
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
大
阪
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
再
興
以

来
約
三
百
年
振
り
に
大
修
理
が
行
わ
れ
、
平
成
十
二
年
十
一
月
に
始
ま
り
、
平
成
十
四

年
三
月
に
完
成
、
一
年
四
ヶ
月
に
及
ぶ
大
工
事
で
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
九
）
五
月
、
全
国
に
も
珍
し
い
連
歌
所
の

あ
る
杭
全
神
社
を
会
場
に
し
て
浜
千
代
清
氏
と
島
津
忠
夫
氏
の
連
歌
に
つ
い
て
の
講
演

会
、
続
い
て
連
歌
所
に
お
い
て
歌
仙
連
歌
（
三
十
六
句
）
一
巻
の
張
行
が
行
わ
れ
た
。

浜
千
代
氏
は
近
代
に
連
歌
を
繋
ご
う
と
し
た
山
田
孝
雄
氏
の
門
下
で
長
年
実
作
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
研
究
者
で
あ
り
、
島
津
氏
は
古
典
文
学
、
特
に
連
歌
研
究
の
著
名
な
第
一

人
者
で
あ
る
。
こ
の
時
の
歌
仙
連
歌
は
「
楠
若
葉
待
ち
し
宮
居
の
手
向
け
哉
」
と
い
う

五
・
七
・
五
の
各
句
の
頭
に
「
く
。
ま
・
た
」
と
詠
み
込
ん
だ
島
津
氏
の
発
句
で
始
ま
つ
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そ
の
年
の
七
月
、
島
津
氏
と
杭
全
神
社
宮
司
の
藤
江
正
謹
氏
に
鶴
崎
も
加
わ
っ
て
連

歌
会
の
継
続
を
話
し
合
い
、
九
月
、
福
岡
県
行
橋
市
の
今
井
須
佐
神
社
の
高
辻
安
親
氏

の
「
言
の
葉
の
色
づ
き
そ
む
る
ま
ど
ゐ
か
な
」
の
発
句
で
杭
全
神
社
の
奉
納
連
歌
復
興

は
産
声
を
挙
げ
た
。
毎
月
開
か
れ
て
い
た
杭
全
神
社
の
奉
納
連
歌
は
、
平
成
五
年
（
一

（
注
４
）

九
九
三
）
『
平
野
法
楽
連
歌
ｌ
過
去
と
現
在
ｌ
』
に
纏
め
ら
れ
た
。
こ
の
『
平
野
法
楽

連
歌
』
の
出
版
に
よ
っ
て
藤
江
氏
は
神
社
本
庁
の
神
道
文
化
会
よ
り
神
道
文
化
奨
励
賞

を
授
与
さ
れ
た
。
平
成
六
年
五
月
一
六
日
の
『
神
社
新
報
』
掲
載
の
、
こ
の
時
の
受
賞

の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

杭
全
神
社
宮
司
藤
江
正
謹
氏
（
大
阪
市
・
『
平
野
法
楽
連
歌
』
）

藤
江
氏
は
、
中
世
か
ら
続
き
、
奉
納
が
途
絶
え
て
ゐ
た
「
連
歌
」
を
復
活
、
定
着

さ
せ
た
功
績
と
、
平
野
連
歌
の
過
去
の
資
料
を
発
掘
し
復
活
の
軌
跡
を
辿
っ
た
書

の
出
版
が
評
価
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年
、
市
民
の
会
「
平
野
の
町
づ
く
り
を
考

え
る
会
」
の
活
動
で
連
歌
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
杭
全
神
社
に
は
連
歌

所
と
い
ふ
建
物
が
残
っ
て
を
り
、
そ
こ
で
の
開
催
と
、
作
っ
た
連
歌
は
奉
納
す
る

と
い
ふ
「
法
楽
連
歌
」
の
復
活
を
試
み
た
。
「
法
楽
連
歌
」
は
現
在
で
は
年
間
数

回
に
亙
っ
て
開
催
さ
れ
、
人
々
の
間
に
定
著
。
神
社
を
中
心
と
し
た
文
化
の
な
か

で
も
ま
れ
に
み
る
「
連
歌
」
の
復
活
・
定
着
は
神
道
文
化
に
ふ
さ
は
し
い
内
容
で
、

注
目
を
集
め
て
ゐ
る
。

か
く
し
て
杭
全
神
社
の
連
歌
復
興
、
奉
納
連
歌
復
興
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

ヱ
》
◎

た
。

右
の
受
賞
の
概
要
中
「
平
野
連
歌
の
過
去
の
資
料
」
と
あ
る
。
杭
全
神
社
に
伝
わ
る

連
歌
の
過
去
の
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
す
で
に
堺
市
立
博
物
館
図

（
注
５
）

録
『
都
市
の
信
仰
史
ｌ
堺
開
口
神
社
と
平
野
杭
全
神
社
ｌ
』
に
幾
つ
か
の
資
料
の
紹
介

（
注
６
）

が
あ
り
、
さ
ら
に
島
津
氏
の
詳
し
い
紹
介
が
あ
り
、
平
野
区
誌
編
集
委
員
会
編
『
平
野

（
注
７
）

区
誌
』
に
も
杭
全
神
社
連
歌
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
、
特
に
島
津
氏
の
連
歌
資
料
の

紹
介
を
参
照
に
し
て
、
新
た
に
和
歌
の
資
料
も
紹
介
し
、
杭
全
神
社
奉
納
の
和
歌
・
連

歌
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

①
慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
）
正
月
三
日
山
何
百
韻
、
一
巻
発
句
「
年
の
は
の
子

日
を
見
せ
ぬ
小
松
哉
昌
琢
」
連
衆
、
昌
琢
・
正
体
・
昌
僚
・
甫
・
玄
陳
・
友
勢
・

慶
純
・
春
重
・
宗
順
・
道
柏
・
久
園
・
英
知
・
了
恵
・
寛
佐
・
宗
之
・
宣
滋
。

②
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
月
六
日
～
八
日
千
句
連
歌
打
曇
懐
紙

第
一
松
花
・
山
何
ま
せ
は
ま
し
て
神
や
見
は
や
す
松
の
花
昌
陸

第
二
霞
・
御
何
空
の
海
も
南
や
わ
き
て
春
霞
昌
札

第
三
桜
・
三
字
中
略
猶
た
の
む
い
陰
は
千
本
の
桜
か
な
祐
可

第
四
郭
公
・
何
路
山
を
出
て
声
み
や
ひ
た
り
郭
公
正
俊

第
五
納
涼
・
玉
何
涼
し
さ
の
姿
を
見
す
る
柳
か
な
広
行

第
六
萩
・
何
塙
此
夕
に
し
き
や
さ
ら
す
萩
盛
宗
通

第
七
月
・
千
何
道
遠
し
移
し
て
里
に
嶺
の
月
宗
伴

第
八
雁
・
何
田
雁
の
来
る
あ
き
に
は
こ
画
も
常
世
か
な
令
直

杭
全
神
社
の
過
去
の
連
歌
資
料
☆
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第
九
雪
・
何
船
筆
の
跡
を
学
ふ
や
雪
に
朝
鴉
宗
静

第
十
神
楽
・
唐
何
国
の
中
う
る
は
し
く
照
瞭
か
な
‐
宗
春

追
加
永
日
・
朝
何
末
長
く
曇
ら
ぬ
御
代
の
春
日
哉
達
賢

こ
の
千
句
を
収
め
る
箱
の
表
書
き
に
「
御
領
主
六
十
御
年
賀
」
と
あ
る
が
、
こ
の

年
、
元
禄
十
一
年
、
平
野
の
領
主
柳
沢
吉
保
は
四
十
一
歳
で
あ
る
。
箱
と
千
句
連

歌
が
誤
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

③
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
奉
納
三
百
首
和
歌
、
一
巻
源
（
河
瀬
）
菅
雄
・
土
橋

宗
信
・
末
吉
宗
伴
・
楠
宗
成
ら
が
名
を
連
ね
る
。
賊
に
「
…
…
此
里
の
お
な
し
心

な
る
と
ち
又
か
の
門
に
あ
そ
へ
る
人
々
な
と
三
百
首
の
題
を
さ
く
り
て
一
巻
と
な

し
此
津
の
国
平
野
の
御
社
に
お
さ
め
奉
る
を
蘋
蕊
葱
藻
の
こ
と
は
り
に
な
ら
ひ
て

よ
と
父
の
お
し
へ
に
ま
か
せ
て
か
く
な
ん
／
宝
永
三
丙
戌
年
六
月
下
旬
／
摂
津
国

平
野
之
住
／
土
橋
友
直
敬
白
」
と
あ
り
、
当
時
、
大
坂
で
手
広
く
歌
道
の
指
導
し

て
い
た
河
瀬
菅
雄
（
一
六
四
七
～
一
七
二
五
）
を
招
い
て
平
野
の
文
人
が
題
詠
三

百
首
を
「
我
里
の
産
神
」
に
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。

④
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
五
月
上
旬
神
前
一
日
千
首
和
歌
、
一
冊
（
列
帖
）
序

は
種
徳
庵
末
吉
氏
宗
伴
、
春
二
百
首
、
夏
百
首
、
秋
二
百
首
、
冬
百
首
、
恋
二
百

首
、
雑
二
百
首
、
賊
は
酔
露
堂
源
菅
雄
。

⑤
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
五
月
上
旬
神
前
一
日
千
首
和
歌
、
二
冊
（
袋
綴
）

④
神
前
一
．
日
千
首
和
歌
の
草
案
本
で
上
下
二
冊
。

⑥
享
保
六
年
（
一
七
一
二
）
十
一
月
晦
日
病
人
祈
祷
之
連
歌
百
韻
巻
子
一
巻

発
句
「
影
た
の
め
雲
は
れ
て
見
む
神
無
月
宗
信
」
独
吟

内
題
に
「
奉
納
平
野
郷
社
御
宝
前
／
病
人
祈
祷
之
連
歌
」
と
あ
り
、
病
気
平
癒
を

祈
っ
た
連
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
信
の
独
吟
。
宗
信
は
土
橋
氏
。

⑦
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
一
月
十
一
日
千
句
、
懐
紙

第
一
松
花
・
何
路
植
し
世
を
し
ら
す
や
神
の
松
の
花
増
勝

第
二
霞
・
三
字
中
略
跡
み
れ
は
霞
踏
こ
し
野
筋
哉
増
勝

第
三
花
・
初
何
石
は
し
る
滝
や
守
人
山
桜
増
勝

第
四
郭
公
・
千
何
声
の
あ
や
は
闇
に
も
し
る
し
子
規
増
勝

第
五
納
涼
・
花
之
何
涼
し
さ
は
夕
を
ま
た
ぬ
木
陰
哉
増
勝

第
六
露
・
白
何
露
散
て
村
雨
な
ひ
く
竹
葉
哉
増
勝

第
七
月
・
夕
何
た
か
宿
も
我
物
か
ほ
の
空
の
月
増
勝

第
八
菊
・
何
烏
つ
む
菊
も
き
の
ふ
は
薄
し
朝
匂
ひ
増
勝

第
九
雪
・
薄
何
寒
さ
を
も
う
つ
め
る
雪
の
詠
か
な
増
勝

第
十
神
・
何
人
そ
の
駒
や
心
に
の
れ
る
豊
の
庭
増
勝

（
追
加
は
な
し
）

序
は
「
末
吉
増
勝
の
ぬ
し
は
予
の
竹
馬
の
友
に
し
て
…
…
元
文
五
年
霜
月
は
じ
め

土
橋
宗
信
」
と
あ
り
、
賊
に
「
す
へ
て
願
ひ
の
道
は
末
と
け
な
ら
ん
こ
そ
あ
ら

ま
ほ
し
け
れ
。
こ
ゞ
に
末
吉
増
勝
君
は
い
と
け
な
か
り
し
よ
り
つ
ら
ね
歌
の
道
を

翫
ひ
給
ひ
…
…
庚
申
歳
仲
冬
中
瀬
常
興
」
、
「
此
し
り
っ
さ
予
も
こ
と
は
を
く
は

へ
し
る
し
置
て
よ
と
い
ふ
人
あ
り
け
れ
は
／
言
の
葉
や
う
つ
ま
て
残
す
雪
の
杜
／

宗
伴
敬
書
」
と
あ
っ
て
、
連
歌
の
興
行
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
一
月
で
、

十
七
年
後
、
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
土
橋
宗
信
・
中
瀬
常
興
・
末
吉
宗
伴
が
序

と
賊
を
書
い
て
杭
全
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
⑨
⑩
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
一
つ
の
包
み
紙
に
三
種
類
の
三
三
枚
の
短
冊
、
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包
み
紙
に
は
「
享
保
十
二
未
年
／
奉
納
千
句
発
句
短
策
十
一
枚
」
と
あ
る
が
、
別

に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
包
み
紙
が
あ
る
。

⑧
短
冊
の
上
四
分
の
一
の
枠
に
竹
模
様
、
句
の
上
に
「
千
句
第
二
」
な
ど

平
野
社
千
句
巻
頭

第
一
た
ひ
ら
け
く
野
は
成
に
け
り
春
霞
法
眼
昌
迪

第
二
忘
れ
て
は
又
う
ぐ
ひ
す
の
初
音
哉
宗
伴

第
三
四
方
山
の
花
に
千
さ
と
の
駒
も
か
な
宗
信

第
四
露
に
色
か
す
玉
苗
の
み
と
り
哉
正
臣

第
五
今
日
は
ぬ
さ
も
水
に
と
れ
る
や
御
祓
川
友
政

第
六
曰
く
ら
し
の
こ
ゑ
は
か
く
れ
ぬ
木
の
間
か
な
常
興

第
七
名
の
ま
こ
と
有
て
曇
る
な
秋
の
月
法
橋
清
順

第
八
し
ほ
れ
て
も
ち
ら
ぬ
を
き
く
の
色
香
哉
宗
伯

第
九
ふ
ゆ
か
せ
の
さ
は
り
の
何
か
神
の
梅
宗
珠

平
野
社
千
句
巻
紬

第
十
白
木
綿
も
幾
世
ふ
け
来
ぬ
松
の
雪
昌
寮

追
加
幾
ち
し
ほ
染
ん
こ
と
葉
の
初
紅
葉
亮
海

⑨
⑧
と
同
じ
短
冊
。
句
の
上
に
題
を
記
す
。

平
野
社
千
句
巻
頭

第
一
子
日
か
せ
も
松
を
引
こ
と
ふ
き
の
子
日
哉
昌
迪

第
二
梅
お
ら
て
梅
か
さ
せ
る
袖
の
匂
哉
宗
伴

第
三
春
月
さ
や
に
見
し
は
物
か
は
月
の
薄
霞
宗
伯

第
四
余
花
春
に
ま
す
色
に
わ
か
葉
の
山
桜
芳
充

第
五
蝉
す
ふ
し
さ
も
あ
つ
さ
も
蝉
の
な
く
ね
か
な
綱
利

第
六
立
秋
そ
よ
と
告
く
け
ふ
よ
り
秋
や
荻
の
声
好
直

第
七
稻
葉
廉
き
ふ
す
稻
葉
は
国
の
姿
か
な
宗
政

第
八
砧
う
ち
う
た
す
誰
も
え
ぬ
よ
の
砧
哉
宗
信

第
九
水
鳥
冬
枯
の
芦
間
に
鴨
の
青
羽
か
な
亮
海

摂
隅
平
野
郷
社
頭
千
句
巻
紬

第
十
神
楽
継
て
う
た
ふ
星
数
ひ
さ
し
神
の
庭
昌
林

千
句
追
加

追
加
か
奥
れ
と
て
松
や
高
け
ん
藤
か
つ
ら
立
余

⑩
縞
模
様
に
植
物
の
下
絵
の
短
冊

摂
津
国
平
野
郷
社
頭
千
句

第
一
た
て
私
誰
か
身
も
栄
へ
な
む
門
の
松
昌
林

第
二
峯
つ
畠
き
残
れ
る
雪
や
む
ら
霞
良
慶

第
三
若
草
の
つ
ま
も
訓
に
し
錐
子
哉
正
美

第
四
植
る
よ
り
秋
を
手
に
と
る
早
苗
哉
宗
政

第
五
ゆ
ふ
た
ち
の
染
し
か
木
槌
の
深
み
と
り

野
成

第
六
朝
霧
の
八
重
垣
つ
く
る
剛
か
な
資
俊

第
七
も
み
ち
葉
も
に
ほ
へ
る
山
の
桜
か
な
布
草

第
八
釜
な
く
音
に
し
る
き
夜
寒
か
な
常
行

第
九
見
る
月
は
さ
は
ら
ぬ
冬
の
木
間
哉
亮
映

第
十
明
日
は
春
と
思
へ
は
こ
そ
あ
れ
年
の
暮
れ
宗
伴

追
加
世
こ
も
る
は
歳
へ
む
竹
の
わ
か
葉
か
な
常
興

⑪
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
証
誠
殿
瑞
夢
記
同
夢
想
開
連
歌
二
巻

証
誠
殿
瑞
夢
記
の
箱
表
に
「
文
桜
井
正
三
位
氏
敦
卿
筆
／
外
題
久
世
黄
門
通

夏
卿
筆
／
奥
書
風
早
三
位
実
積
卿
筆
筆
」
、
箱
裏
に
「
奉
寄
付
干
摂
州
住
吉
郡

平
野
郷
社
中
連
歌
所
／
証
誠
殿
瑞
夢
記
一
軸
御
執
筆
如
表
題
／
皆
享
保
十
三

戊
申
年
十
二
月
廿
九
日
同
郷
産
医
家
十
二
次
法
橋
奥
野
清
順
敬
白
」
、
証
誠
殿
夢
想
連
歌

の
箱
表
に
「
奉
納
干
摂
州
住
吉
郡
平
野
郷
社
連
歌
所
／
証
誠
殿
夢
想
之
連
歌
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一
軸
」
と
あ
る
。

夢
想
之
連
歌
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
三
月
七
日
興
行

発
句
「
粟
ち
ら
す
数
の
神
歌
手
向
へ
し
（
無
記
）
」
脇
「
水
穂
の
国
に
た
れ
を

蒔
っ
撰
祐
範
」
第
三
「
雨
か
せ
も
長
閑
な
る
世
は
時
な
ひ
て
清
順
」
連
衆
、
祐

範
・
清
順
・
宗
伴
・
正
純
・
宗
伯
・
宗
信
・
栄
信
・
増
水
・
綱
利
・
正
信
・
宗
孝
・

常
興
・
映
山
・
宥
仙
・
覚
永
・
立
余
・
亮
海
・
元
行
。

⑫
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
二
月
五
日
宗
伴
病
気
祈
祷
連
歌
百
韻
、
玉
何
、
懐

紙
、
発
句
「
末
久
に
ま
も
れ
花
見
む
神
の
松
宗
伯
」
連
衆
、
宗
伯
・
宗
信
・
栄

信
・
芳
充
・
綱
利
・
好
胤
・
資
俊
・
政
勝
。

⑬
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
十
月
二
十
日
何
木
百
韻
、
打
曇
懐
紙
発
句
「
神
国
の

す
Ｌ
し
さ
み
せ
よ
森
の
松
保
長
」
独
吟
。

⑭
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
二
月
七
日
平
野
庄
権
現
宮
連
歌
千
句
懐
紙

第
一
子
日
・
何
路
幾
子
日
神
に
ひ
か
れ
て
老
の
春
宗
伴

第
二
霞
・
薄
何
山
に
て
も
嵐
を
き
か
ぬ
霞
哉
良
弘

第
三
花
・
何
色
さ
れ
は
こ
そ
人
も
と
ひ
け
れ
花
の
宿
宗
信

第
四
郭
公
・
何
烏
ほ
と
畠
き
す
侍
を
心
の
初
音
か
な
常
興

第
五
納
涼
・
手
何
木
陰
な
と
秋
な
ら
な
く
に
あ
き
の
風
宗
伴

第
六
一
葉
・
白
何
先
ち
り
て
露
を
も
誘
ふ
一
葉
か
な
宗
信

第
七
月
・
何
人
出
て
見
る
我
や
く
ま
な
る
野
へ
の
月
良
弘

第
八
菊
・
一
字
露
顕
梅
も
後
を
畏
れ
ん
菊
の
色
香
哉
宗
伴

第
九
雪
・
初
何
中
ノ
ー
に
埋
ま
い
雪
の
高
根
か
な
常
興

第
十
神
楽
・
千
何
影
も
世
々
っ
ま
て
明
く
け
き
暗
か
な
宗
信

追
加
下
何
霜
の
上
に
ち
ら
さ
り
し
間
や
薄
紅
葉
常
興

打
ち
曇
り
懐
紙
、
桐
箱
、
蓋
に
「
平
野
庄
権
現
宮
連
歌
千
句
懐
紙
井
追
加
／
執
筆

道
清
書
」
と
あ
る
。
次
の
⑮
の
冊
子
（
列
帖
）
の
平
野
庄
権
現
宮
連
歌
千
句
と
同

脂
，
）
。

⑮
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
二
月
七
日
平
野
庄
権
現
宮
連
歌
千
句
一
冊
（
列
帖
）
。

第
一
百
韻
か
ら
追
加
八
句
ま
で
は
⑪
の
懐
紙
で
あ
る
が
、
前
後
に
序
と
賊
を
記
す
。

序
の
冒
頭
は
「
摂
津
の
国
住
吉
の
郡
杭
全
の
郷
、
今
は
平
野
と
い
ふ
。
此
郷
は
そ

の
か
み
牛
頭
天
王
影
向
な
ら
せ
給
ひ
、
中
っ
こ
ろ
熊
野
證
誠
権
現
降
臨
ま
し
ノ
、

し
よ
り
此
二
は
し
ら
の
御
神
を
い
た
槌
き
ま
つ
る
こ
と
Ｌ
は
な
り
ぬ
。
そ
も
１
１

大
和
言
の
葉
は
神
代
よ
り
っ
た
は
れ
る
道
に
し
て
、
四
方
の
社
の
手
向
草
・
…
：
」

と
あ
り
、
賊
に
は
「
郷
社
法
楽
御
座
の
連
歌
千
句
満
侍
り
て
宝
前
に
お
さ
め
奉
り

け
る
巻
の
奥
に
こ
ふ
ろ
さ
し
を
の
ふ
と
て
／
法
橋
良
弘
上
／
絶
や
ら
ぬ
た
む
け
は

う
け
よ
っ
く
は
山
し
け
き
め
く
み
の
陰
あ
ふ
き
き
て
」
と
あ
る
。
各
百
韻
の
、
発

句
と
初
折
表
は
増
勝
の
独
吟
、
初
折
裏
か
ら
二
折
裏
は
増
永
・
正
純
・
宗
信
・
玄

春
ほ
か
の
独
吟
、
三
折
以
後
の
連
衆
は
宗
伴
・
正
臣
・
清
順
・
常
興
・
常
知
・
正

純
・
増
永
・
友
直
・
兼
利
・
玄
春
た
ち
で
あ
る
。

⑯
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
二
十
二
日
唐
何
百
韻
懐
紙
、
発
句
「
万
代
や
い

の
る
こ
壁
ろ
の
松
の
春
宗
伴
」
連
衆
、
宗
伴
・
政
房
・
正
純
・
増
永
・
宗
伯
・

芳
充
・
綱
利
・
好
直
・
宗
政
・
宗
信
・
正
実
・
宗
孝
・
野
成
・
資
俊
・
包
白
・
布

草
・
清
順
・
常
興
・
法
船
・
昌
映
・
覚
永
・
立
余
・
亮
海
・
為
孝
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
関
し
て
は
「
元
文
四
未
年
／
奉
納
千
句
発
句
短
策

十
一
枚
」
と
い
う
包
み
紙
が
あ
る
。
こ
れ
は
⑧
⑨
⑩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
同
じ
箱
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に
あ
っ
た
の
で
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
の
⑧
⑨
⑩
と
同
じ
よ
う
に
他
に
も

千
句
と
追
加
の
発
句
の
短
冊
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑰
元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
九
月
独
吟
千
句
連
歌
懐
紙
、
末
吉
宗
伴
独
吟
。

第
一
何
路
神
や
も
り
て
後
あ
る
ま
つ
の
若
枝
哉
宗
伴

第
二
初
何
ひ
な
つ
れ
て
や
と
れ
鴬
世
々
の
竹
宗
伴

第
三
唐
何
咲
つ
か
ん
花
見
よ
と
て
や
老
の
春
宗
伴

第
四
何
人
植
そ
へ
て
ひ
ろ
く
な
る
我
門
田
哉
宗
伴

第
五
何
草
は
ら
へ
し
て
絶
ぬ
は
清
き
な
か
れ
哉
宗
伴

第
六
何
袋
っ
た
へ
ふ
け
涼
し
き
初
今
朝
の
風
宗
伴

第
七
二
字
反
音
友
い
た
く
な
き
て
す
か
ら
ぬ
男
鹿
哉
宗
伴

第
八
朝
何
月
と
と
も
に
す
む
ら
む
や
と
や
千
挺
の
秋
宗
伴

第
九
白
何
冬
し
ら
て
こ
畠
も
山
路
や
菊
の
庭
宗
伴

第
十
山
何
う
た
へ
末
か
か
く
も
経
ま
く
は
と
の
声
宗
伴

追
加
何
風
松
に
そ
ふ
菊
や
千
と
せ
の
花
の
た
れ
宗
信

追
加
の
連
衆
、
宗
信
・
宗
伴
・
増
永
・
知
清
・
宗
能
・
宗
政
・
正
清
・
常
興

⑱
元
文
庚
申
（
五
年
一
七
四
○
）
宗
伴
独
吟
千
句
袋
綴
一
冊
。
⑰
の
宗
伴
の
独
吟

千
句
と
同
じ
。
序
と
賊
が
あ
り
、
賊
に
「
十
月
井
上
正
臣
轡
と
す
る
。

こ
こ
に
一
つ
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
⑱
の
袋
綴
本
の
第
七
の
発
句
が
「
類

多
く
鳴
て
す
か
ら
ぬ
男
鹿
哉
」
と
あ
る
。
⑰
の
懐
紙
の
「
友
い
た
く
」
は
読
み
難

い
書
体
で
あ
る
。
こ
れ
を
袋
綴
本
に
書
写
し
た
時
「
類
多
く
」
と
読
み
間
違
っ
た

と
推
測
す
る
。
⑱
の
「
類
」
で
は
音
読
み
と
な
っ
て
訓
読
み
を
主
と
す
る
連
歌
に

と
も

も
と

は
相
応
し
く
な
く
、
賦
物
の
二
字
反
音
も
⑰
の
「
友
」
の
方
が
「
元
・
本
」
と
な
っ

て
納
得
で
き
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
間
違
い
は
何
故
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
宗
伴

は
近
く
に
い
る
だ
ろ
う
し
、
興
行
と
書
写
と
の
時
間
差
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

何
か
私
（
鶴
崎
）
の
理
解
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑲
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
奉
納
千
句
発
句
短
策
（
短
冊
）
二
枚

第
一
若
水
若
水
の
お
も
の
も
三
の
わ
か
哉
宗
伴

第
二
蛙
諸
声
に
な
く
や
蛙
も
歌
の
友
増
永

第
三
桃
ま
て
桜
園
生
は
も
Ｌ
の
花
盛
宗
伯

第
四
水
鶏
水
鶏
な
く
ね
さ
め
夜
深
き
朝
戸
か
な
宗
信

第
五
夏
月
氷
ゐ
る
池
か
と
涼
し
夏
の
月
綱
利

第
六
萩
荻
に
き
け
松
や
は
高
き
風
の
音
宗
政

第
七
初
嵐
山
に
て
も
あ
き
は
秋
な
り
は
っ
嵐
野
成

第
八
露
霜
つ
ゆ
霜
の
あ
と
や
む
ら
こ
の
野
辺
の
色
常
興

第
九
鴛
浪
の
あ
や
を
浮
寝
の
鴛
の
ふ
す
ま
か
な
亮
海

第
十
穣
地
に
し
く
や
冬
は
あ
ら
れ
の
た
ま
か
し
は
昌
林

追
加
五
月
雨
五
月
雨
の
あ
ま
り
ふ
る
軒
や
し
の
ふ
草
正
臣

⑳
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
正
月
十
三
日
御
賀
何
路
百
韻
打
曇
懐
紙
。
発
句

「
祈
る
世
や
神
の
ま
に
ノ
ー
千
々
の
春
幽
治
」
連
衆
、
幽
治
・
増
永
・
宗
伯
・

野
成
・
良
慶
・
宜
言
・
宗
能
・
宗
政
・
正
員
・
宗
孝
・
資
俊
・
布
草
・
常
典
・
常

行
・
常
元
・
保
悟
・
自
本
・
光
映
・
智
永
・
覚
永
・
亮
映
・
正
勝
。

⑳
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
奉
納
千
句
発
句
短
策
（
短
冊
）
二
枚

平
野
郷
社
頭
千
句

第
一
立
春
二
は
し
ら
神
の
春
立
つ
と
り
居
か
な
昌
林

第
二
柳
佐
保
姫
の
手
染
か
雨
の
糸
桜
宗
伯

f
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第
三
兒
鳥
そ
の
声
の
匂
ひ
や
花
の
か
ほ
よ
烏
野
成

第
四
若
楓
人
も
か
く
見
え
よ
老
木
の
若
楓
良
慶

第
五
扇
空
に
し
ら
ぬ
雪
を
手
に
と
る
扇
哉
宗
能

第
六
七
夕
秋
の
来
て
秋
な
き
星
の
契
り
哉
宗
政

第
七
霧
霧
も
そ
の
八
重
垣
つ
く
る
剛
か
な
保
悟

第
八
柾
言
の
葉
の
色
も
ま
さ
き
の
か
つ
ら
か
な
常
興

第
九
残
鳫
居
る
鳫
の
さ
は
か
ぬ
冬
の
水
田
哉
亮
映

第
十
神
楽
庭
火
た
く
影
さ
や
か
な
る
霜
夜
か
な
宗
森

追
加
桜
一
本
も
心
や
千
種
花
桜
増
永

⑳
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
二
月
二
十
五
日
。
八
百
五
十
年
聖
廟
法
楽
千
何
連
歌

打
曇
懐
紙
。
発
句
「
天
満
る
神
の
た
め
し
や
代
々
の
梅
増
永
」
連
衆
、
増
永
・

宴
清
・
宗
能
・
宗
政
・
四
良
三
郎
・
徳
太
郎
・
永
五
郎
・
小
菊
・
増
・
正
勝
・
長

佐
。

⑳
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
六
月
十
八
日
懐
旧
百
韻
懐
紙
。
発
句
「
香
を
し
と
ふ

橘
は
幾
む
か
し
人
好
問
」
連
衆
、
好
問
・
用
成
・
重
栄
・
正
長
・
宗
城
・
長
道
・

益
利
・
宗
名
・
正
勝
・
宗
智
・
増
伴
・
元
映
・
保
民
・
宗
政
ｐ
資
俊
・
常
元
・
由

景
・
尚
書
・
立
永
・
良
光
・
龍
瓊
・
宿
応
・
宥
伝
・
惟
明
・
誠
成
。

⑳
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
六
月
七
日
朝
何
百
韻
懐
紙
。
発
句
「
山
鳥
の
尾
や
永

き
世
の
神
祭
光
円
」
連
衆
、
光
円
・
用
成
・
宗
城
・
長
道
・
実
輝
・
由
頼
・
泰

成
・
正
敏
・
知
義
・
由
景
・
宗
名
・
増
伴
・
惟
明
・
常
住
・
宥
応
・
方
教
・
方
空
・

分
為
。

⑳
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
六
月
十
八
日
懐
旧
之
連
歌
百
韻
懐
紙
。
発
句
「
手
向

以
上
、
杭
全
神
社
蔵
の
奉
納
和
歌
・
連
歌
の
一
覧
で
あ
る
。
和
歌
・
連
歌
合
わ
せ
て

二
十
、
こ
の
内
、
和
歌
は
三
、
連
歌
は
十
七
、
た
だ
し
和
歌
は
④
と
⑤
が
同
じ
作
品
な

の
で
二
作
品
、
連
歌
も
⑪
と
⑫
が
同
じ
作
品
な
の
で
十
六
作
品
と
な
る
。
こ
の
一
覧
よ

り
注
目
し
た
い
こ
と
、
興
味
深
い
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
年
代
を
見
よ
う
。
①
は
最
も
古
く
慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
）
の
連
歌
。
特
徴

的
な
の
は
②
～
⑳
の
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
か
ら
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
ま
で
、

お
よ
そ
半
世
紀
の
間
で
あ
り
、
こ
の
江
戸
時
代
前
半
、
上
方
の
経
済
が
盛
と
な
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
文
化
の
発
展
し
た
時
代
で
あ
る
。
大
掛
か
り
な
百
首
歌
や
千
句
連
歌
が
奉

納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
⑳
と
⑳
は
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
と
天
明
五
年
（
一
七

八
五
）
、
⑳
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
で
あ
る
。

二
に
は
和
歌
と
連
歌
の
数
量
を
挙
げ
た
い
。
和
歌
も
連
歌
も
奉
納
さ
れ
た
作
品
す
べ

て
で
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
一
応
こ
の
数
量
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
和
歌
に

較
べ
て
連
歌
の
奉
納
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
連
歌
よ
り
も
和
歌
を
優
先
し
た

で
あ
ろ
う
一
般
的
な
詩
歌
の
中
で
、
連
歌
の
数
が
勝
の
は
そ
れ
だ
け
杭
全
神
社
で
は
連

歌
が
重
視
さ
れ
た
、
末
吉
家
や
土
橋
家
な
ど
平
野
の
人
々
は
連
歌
に
関
心
が
強
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
近
世
に
お
け
る
平
野
の
、
そ
し
て
杭
全
神
社
の
特
徴
で
あ
る
。

杭
全
神
社
奉
納
和
歌
・
連
歌
の
特
徴

も
や
世
々
の
末
つ
む
花
筐
道
一
」
連
衆
、
道
一
・
常
晃
・
宗
義
・
宥
賢
・
正
道
・

常
倫
・
宗
考
・
道
定
・
保
園
・
保
奥
・
恵
信
・
道
房
・
直
温
・
宥
信
・
乙
之
助
・

正
々
・
道
礼
・
矩
福
。
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四
に
は
⑥
と
⑫
の
病
気
平
癒
の
祈
祷
連
歌
の
二
例
で
あ
る
。
⑥
は
宗
信
の
独
吟
で
、

土
橋
家
身
内
の
病
人
の
快
復
を
祈
っ
た
の
か
の
。
発
句
の
「
影
た
の
め
雲
は
れ
て
見
む
：
．
」

に
は
祈
念
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
⑫
は
「
宗
伴
病
気
祈
祷
」
と
あ
っ
て
平
野
衆
に

よ
る
宗
伴
の
た
め
に
祈
祷
連
歌
か
。
具
体
例
の
少
な
い
病
気
平
癒
の
祈
祷
連
歌
で
あ
る
。

五
に
は
②
の
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
千
句
連
歌
、
桐
箱
に
入
っ
て
い
て
箱
の

表
書
き
に
「
御
領
主
六
十
御
年
賀
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
領
主
の
六
十
歳
の
祝
の
千

句
連
歌
と
な
る
。
し
か
し
元
禄
十
一
年
の
平
野
の
領
主
は
武
蔵
国
川
越
藩
主
の
柳
沢
吉

保
で
、
元
禄
七
年
か
ら
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
ま
で
領
主
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の

元
禄
十
一
年
は
吉
保
は
四
十
一
歳
で
六
十
の
賀
を
祝
う
歳
で
は
な
い
。
こ
れ
は
②
の
千

句
は
間
違
っ
た
箱
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
間
違
い
は
と
に
か
く
、
箱
の
表
書

き
の
よ
う
に
、
領
主
の
六
十
の
賀
を
祝
う
連
歌
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
江

戸
時
代
を
通
し
て
平
野
の
領
主
は
た
び
た
び
変
わ
る
が
、
天
領
以
外
の
時
、
関
東
の
武

蔵
国
川
越
藩
・
上
野
国
高
崎
藩
・
下
総
国
古
河
藩
の
藩
主
が
領
主
で
あ
っ
た
。
住
民
は

遠
く
離
れ
た
領
主
の
賀
を
祝
っ
た
こ
と
に
な
る
。
幕
藩
体
制
下
の
遠
距
離
の
領
主
に
対

す
る
領
民
の
意
識
を
伺
う
思
い
が
す
る
。

今
回
、
発
句
と
そ
の
作
者
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
杭
全
神
社
の

三
に
こ
う
し
た
和
歌
や
連
歌
の
興
行
に
注
目
し
た
い
。
和
歌
は
③
の
三
百
首
和
歌
、

④
の
千
首
和
歌
と
い
う
よ
う
に
大
掛
か
り
な
興
行
で
あ
る
。
し
か
も
④
は
列
帖
の
装
頓

で
、
別
に
同
じ
⑤
が
袋
綴
の
装
頓
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
連
歌
も
②
⑦
⑧
⑨
⑩
⑭
⑰
⑲

⑳
が
千
句
連
歌
で
あ
り
、
⑭
の
懐
紙
と
は
別
に
同
じ
⑮
が
列
帖
の
装
頓
で
、
⑰
の
懐
紙

と
は
別
に
⑱
が
袋
綴
の
装
頓
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
⑧
⑨
⑩
⑲
⑳
は
発
句
だ
け
の
短
冊

で
あ
る
が
、
な
に
し
ろ
千
句
の
割
合
が
高
い
。
平
野
郷
の
豊
か
さ
が
窺
わ
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
『
平
野
法
楽
連
歌
ｌ
過
去
と
現
在
ｌ
』
の

刊
行
後
も
、
杭
全
神
社
で
は
毎
月
連
歌
会
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、
一
五
人
か
ら
二
○
人

ほ
ど
が
集
ま
る
。
四
月
上
旬
の
日
曜
日
に
は
満
開
の
桜
の
下
で
花
の
下
連
歌
が
開
か
れ

る
。
こ
の
時
は
全
国
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
て
、
連
歌
を
巻
き
上
げ
た
後
、
参
加
者
こ

ぞ
っ
て
神
前
に
参
拝
し
、
宗
匠
が
連
歌
を
読
み
上
げ
る
。
ま
さ
に
奉
納
の
連
歌
で
あ
る
。

は
じ
め
宗
匠
は
浜
千
代
清
氏
で
あ
っ
た
が
、
浜
千
代
氏
没
後
、
島
津
忠
夫
氏
・
藤
江

正
謹
氏
・
光
田
和
伸
氏
と
鶴
崎
が
交
代
で
宗
匠
を
勤
め
て
い
る
。

連
歌
が
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
か
ら
招
か
れ
て
連
歌
興
行
を
公
開
す
る
こ
と

も
あ
る
。
い
わ
ば
連
歌
実
作
の
出
開
帳
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
見
る
と
、
平
成

十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
大
阪
市
立
美
術
館
、
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
伊
丹
市

柿
衛
文
庫
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
東
京
の
国
立
能
楽
堂
、
平
成
十
七
年
十
一
月

二
十
七
日
伊
丹
市
柿
衛
文
庫
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
日
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
な
ど
で

（
注
８
）

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
杭
全
神
社
の
連
歌
は
盛
で
あ
り
、
連
歌
や
和
歌
・
俳
譜
の
研
究
者

で
あ
る
島
津
忠
夫
氏
・
大
坪
利
絹
（
坐
忘
）
氏
・
安
藤
武
彦
氏
・
光
田
和
伸
氏
が
連
中

と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
杭
全
神
社
連
歌
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

最
後
に
杭
全
神
社
連
歌
の
最
新
の
作
品
の
一
つ
と
現
在
盛
に
な
っ
た
各
地
の
連
歌
会

奉
納
連
歌
を
主
導
す
る
人
々
、
そ
れ
は
平
野
の
在
郷
町
の
中
心
人
物
た
ち
の
資
料
を
提

供
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
連
歌
を
奉
納
の
第
一
と
す
る
杭
全
神
社
の
特
徴

で
も
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

現
在
の
杭
全
神
社
連
歌
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の
花
の
下
連
歌
を
紹
介
し
た
い
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
於
杭
全
神
社
瑞
鳳
殿

宗
匠
島
津
忠
夫
・
執
筆
戸
田
佳

賦
何
文
連
歌

新
し
き
年
の
い
そ
ぎ
の
宮
居
か
な
忠
夫

若
き
は
ふ
り
べ
白
き
息
の
緒
正
謹

ゆ
く
雲
は
尾
上
に
雪
を
か
が
ふ
り
て
隆
志

い
を

海
に
あ
ま
た
の
魚
ま
ね
く
と
や
規
子

旅
の
道
風
は
苫
屋
に
た
だ
強
く
典
央

訪
ぬ
る
里
も
肌
寒
き
頃
裕
雄

ほ
の
う
す
く
玉
と
ば
か
り
に
夜
の
月

一
希

色
な
き
荻
の
に
ほ
ひ
こ
ぽ
る
る
康
代

初
ゥ
は
る
ば
る
と
広
ご
る
原
に
這
ふ
煙
淑
子

鐘
こ
こ
ろ
せ
よ
狩
衣
の
君
善
帆

た
は
む
れ
の
誘
ひ
に
さ
へ
も
揺
る
る
や
も
正
純

古
き
思
ひ
と
け
ふ
の
思
ひ
と

直
美

ひ
め
ご
と
は
墨
跡
悲
し
結
び
文
洋
子

ま
え
び

婚
の
前
日
に
使
ふ
湯
の
音

紅
舟

大
宮
を
降
り
て
江
戸
の
月
寒
し
み
の
り

こ
の
菰
ば
か
り
防
ぐ
身
ご
ろ
も
坐
忘

失
せ
も
の
の
見
当
た
ら
ぬ
ま
ま
時
の
す
ぎ
佳

聴
あ
る
こ
ろ
の
道
に
出
で
た
る

い
づ
く
ま
で
続
く
野
末
か
八
重
霞

谷
を
渡
る
か
う
ぐ
ひ
す
の
声

咲
き
乱
れ
諸
人
招
く
花
ど
こ
ろ

知
る
や
知
ら
ず
や
こ
の
ま
ほ
ら
ま
を

名
ォ
虹
の
果
て
み
仏
の
国
め
ざ
す
船

波
の
下
に
も
都
さ
ぶ
ら
ふ

琵
琶
の
音
は
闇
の
そ
こ
ひ
を
貫
き
ぬ

走
れ
ぬ
嘆
き
星
赤
く
し
て

我
が
意
気
は
山
を
お
ほ
ひ
て
余
り
あ
り

す
べ

明
治
を
今
に
せ
む
術
如
何
に

移
る
世
も
雲
居
は
常
の
姿
に
て

う
る
ほ
す
ご
と
く
降
り
つ
づ
く
雨

先
送
り
し
て
誰
の
た
め
民
の
た
め

待
て
ど
も
悲
し
前
渡
る
門

こ
ぽ
る
る
は
萩
か
涙
か
し
の
び
ね
の

信
太
の
杜
の
薄
生
ふ
ら
む

月
の
出
を
狐
親
子
が
仰
ぎ
見
る

眉
も
り
り
し
き
夢
の
桂
男

名
ゥ
沢
水
は
み
な
海
原
へ
下
り
つ
つ

行
く
雲
凝
り
て
風
を
起
こ
せ
る

学
び
舎
に
に
ぎ
は
ひ
の
声
夏
盛
り

和
伸

裕
雄

善
帆

康
代

み
の
り

正
謹

淑
子

規
子

正
純

一
希

坐
忘

正
謹

善
帆

淑
子

裕
雄

み
の
り

典
央

隆
志

淑
子

和
伸

一
希

洋
子
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平
成
二
十
二
年
、
各
地
連
歌
会
の
花
の
下
連
歌
（
賦
物
と
発
句
・
脇
・
第
三
の
三
物

の
み
）
。

３
月
釦
日
平
野
法
楽
連
歌
の
会
於
斡
蠅
師
杭
全
神
社

賦
何
衣
連
歌

つ
ど
ふ
友
待
つ
ば
か
り
な
る
宮
の
花
島
津
忠
夫

枝
高
き
よ
り
清
き
さ
へ
づ
り

藤
江
正
謹

水
分
の
流
れ
の
裾
は
か
す
み
ゐ
て
村
田
隆
志

４
月
１
日
古
河
連
歌
の
会
於
読
林
噸
万
福
寺
（
連
歌
師
兼
載
墓
所
）

賦
御
何
連
歌

川
の
面
に
蟇
新
ら
し
花
の
寺
永
田
文
吉

と
り鶏
も
い
つ
の
日
鳳
と
な
れ

か
ぐ
は
し
き
名
の
あ
る
家
に
生
れ
出
で

に
ひ
は
新
葉
の
か
が
や
き
ひ
と
き
は
目
立
つ

直
会
や
神
に
賜
は
る
福
の
花

葺
連
ね
て
の
ど
か
な
る
郷

島
津
忠
夫
一
竹
島
一
希

藤
江
正
謹
二
小
林
康
代

村
田
隆
志
二
松
村
淑
子

山
村
規
子
三
小
林
善
帆

小
村
典
央
二
西
田
正
純

繊
崎
裕
雄
四
大
利
直
美

二三三四二三

佳

末
吉
洋
子

筒
井
紅
舟

高
柳
み
の
り

大
坪
坐
忘

戸
田
佳

光
田
和
伸

み直規裕
の美子雄
り

二二二四一二

左
筑
波
の
け
や
き
芽
吹
き
ぬ

若
駒
の
い
な
な
く
牧
を
訪
ね
来
て

４
月
２
日
三
重
連
歌
の
会
於
窄
睡
醒
椿
大
神
社

賦
何
心
連
歌

立
石
和
正

中
川
弓
子

大阪平野杭全神社花の下連歌
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４
月
２
日
平
野
医
一

賦
何
路
連
歌

神
垣
や
花
は
か
ざ
し
の
歌
筵

春
風
吹
け
ば
さ
ざ
波
の
空

う
ら
ら
か
に
潮
路
あ
ま
ね
く
日
を
う
け
て

賦
何
風
連
歌

神
垣
や
花
は
か
ざ
し
の
歌
筵

春
の
斎
庭
に
烏
の
こ
ゑ
ご
ゑ

遠
霞
つ
ら
な
る
山
に
広
ご
り
て

４
月
４
日
京
都
連
歌
の
会
於
諏
邸
市
東
寺
観
智
院

賦
唐
何
連
歌

ひ
ん
が
し
の
み
て
ら
に
集
ふ
花
の
友

錦
織
り
な
す
青
柳
の
糸

つ
ば
く
ら
め
あ
ま
つ
お
ほ
ぞ
ら
と
び
か
ひ
て

賦
何
路
連
歌

ひ
ん
が
し
の
み
て
ら
に
集
ふ
花
の
友

五
百
重
の
し
だ
れ
光
る
下
風

国
原
は
あ
り
処
か
す
ま
ぬ
波
挙
げ
て

４
月
姐
日
今
井
祇
園
連
歌
の
会
於
癩
銅
秘
片
山
牡
丹
薗

花
吹
雪
御
子
を
導
く
道
な
ら
む
鶴
崎
裕
雄

入
学
祭
の
果
て
し
な
き
夢
山
本
行
恭

あ
げ
ひ
ば
り
雲
の
ま
に
ま
に
さ
へ
ず
り
て
垣
野
晴
子

月
２
日
平
野
図
書
館
連
歌
の
会
於
稚
癖
酎
杭
全
神
社

蔽
江
正
謹

矢
野
加
寿

林
茂
達

於
諏
邸
市
東
寺
観
智
院

松赤藤
田川江

絹修正
代次謹

島
津
忠
夫

餌
崎
裕
雄

図
子
ま
り
絵

島
津
忠
夫

筒
井
紅
舟

光
田
和
伸

注（
１
）
光
田
和
伸
氏
「
連
歌
の
流
れ
」
『
岩
波
識
座
日
本
文
学
史
』
６
岩
波
書
店
平
８

（
２
）
奉
納
連
歌
に
つ
い
て
は
島
津
忠
夫
氏
「
法
楽
連
歌
と
奉
納
連
歌
」
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』

第
二
巻
連
歌
和
泉
書
院
平
晦
参
照
。

（
３
）
東
野
良
平
・
林
野
全
孝
氏
「
杭
全
神
社
連
歌
所
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研

究
報
告
集
平
成
九
年
度
、
林
野
全
孝
氏
「
杭
全
神
社
連
歌
所
調
査
報
告
」
『
大
阪
の
歴
史
と

文
化
財
』
創
刊
号
平
加
・
加
参
照

（
４
）
杭
全
神
社
編
『
平
野
法
楽
連
歌
ｌ
過
去
と
現
在
ｌ
』
和
泉
書
院
平
５

（
５
）
堺
市
博
物
館
図
録
『
都
市
の
信
仰
史
ｌ
堺
開
口
神
社
と
平
野
杭
全
神
社
ｌ
』
堺
市
博
物
館

昭
師

（
６
）
島
津
忠
夫
氏
「
法
楽
連
歌
の
現
在
付
、
杭
全
神
社
の
連
歌
資
料
」
『
会
報
大
阪
俳
文
学

研
究
会
』
皿
昭
舵
・
９
（
後
、
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
六
巻
天
満
宮
連
歌
史
和
泉

書
院
平
Ⅳ
）
、
「
杭
全
神
社
蔵
の
連
歌
資
料
」
『
平
野
法
楽
連
歌
ｌ
過
去
と
現
在
ｌ
』
前
掲

（
７
）
平
野
区
誌
編
集
委
員
会
編
『
平
野
区
誌
』
平
野
区
誌
刊
行
委
員
会
平
Ⅳ

（
８
）
島
津
忠
夫
氏
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
十
三
巻
作
品
和
泉
書
院
平
喝
所
収
「
連

歌
張
行
ｌ
国
立
能
楽
堂
企
画
公
演
ｌ
」
な
ど
に
詳
し
い
。

（
９
）
拙
稿
「
平
成
二
十
二
年
の
花
の
下
連
歌
」
連
句
誌
『
れ
ぎ
お
ん
』
刊
二
○
一
○
年
夏

賦
何
屋
連
歌
（
例
年
通
り
牡
丹
の
花
の
連
歌
会
）

春
享
け
て
花
芽
立
ち
け
り
二
十
日
草
片
山
豊
孝

片
山
陰
に
舞
へ
る
て
ふ
て
ふ
有
川
宜
博

水
清
く
広
野
や
う
や
う
霞
む
ら
ん
山
下
喜
代
子
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